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山根一仁さん＆上野通明さん＆毛利文香さん応援レポート

東京文化会館モーニングコンサート
納涼スペシャル（朝）
2016年７月28日（木）
東京文化会館小ホール

高校時代に結成した弦楽四重奏団

会場の東京文化会館は、「首都東京にオペラ
やバレエも上演可能な本格的音楽ホールを」
という要望に応え、東京都が開都500年事業
として建設し、1961年にオープンした会館であ
る。

オペラ、バレエ、クラシックコンサートなど、世
界中の著名なアーティストによる名演の数々
が繰り広げられ、“奇跡的”とも言われる音響
の良さと相まって、その名は広く知られている。

「東京文化会館モーニングコンサート」、東京音楽
コンクール入賞者によるクラシック・コンサートで
あり、東京文化会館の人気企画のひとつである。

本日の出演はエール弦楽四重奏団。2011年、桐
朋女子高等学校音楽科（共学）の仲間により結成
された弦楽四重奏団である。山根一仁さん（ヴァ
イオリン）、上野通明さん（チェロ）、毛利文香さん
（ヴァイオリン）の財団奨学生３名と、田原綾子さ
ん（ヴィオラ）の４名からなる構成。ヴィオラの田原
さんには、今年12月の財団主催コンサート「第22
回江副記念財団リクルートスカラシップコンサー
ト」へ特別出演いただく予定であり、なんとも楽し
みな４人によるコンサートである。
「エール」はフランス語で「翼」。『大きく羽ばたいて
いけるように』という願いで名付けたのだそうだ。

＜東京音楽コンクール＞

主催は公益財団法人東京都歴史文化財団（東
京文化会館）、読売新聞社、花王株式会社、東
京都。

芸術家としての自立を目指す可能性に富んだ新
人音楽家を発掘し、育成・支援を行うことを目的
として実施されているコンクールである。

入賞者には、様々なコンサートへの出演機会が
提供されるなど、手厚いサポート体制が用意さ
れており、日本を代表するコンクールと位置付け
られている。

東京文化会館モーニングコンサートは、出演機
会提供の一環。毎回、東京音楽コンクール入賞
者による演奏が披露されている。

なお、江副記念財団は2016年度の助成事業とし
て本コンクールを支援している。
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４人が登場。黒い衣装が小ホールの
雰囲気に良く似合う。
最初の曲、ヴォルフの「イタリア風セ
レナーデ」。
「親しみやすい曲ですので１曲目に」
（毛利さん）、「イタリアンな陽気な雰
囲気が好きです」（上野さん）

“熱い”演奏の納涼スペシャル

「・・・ショスタコーヴィチが自分のために書いた追
悼曲。内面的な苦しみ悲しみ怒りが全部、隠すこ
となく書き込まれている曲です。死を身近に感じ
て書かれた曲ですので、そのイメージを作り上げ
て今日の本番に臨みました」「・・・ダークというか
深淵な、とても人間的な、人間の嫌な面もたくさん
感じさせられる素晴らしい曲。本当に素晴らしい
作曲家だと思います」（山根さん）

重たい曲で客席を圧倒したのちのラストの曲はバ
ルトーク。「・・・今回のメインです。とても難しい曲
です。独特の土くささというか、農民的な民族色の
強い曲です」「・・・名作と言われているとおり、とに
かくかっこいい曲です」（上野さん）「・・・いろいろな
点や線を結んでくれる曲です。４人だからできるラ
インだったり形だったり。４人で演奏することにより、
とても立体的になるというか、『あぁ、こんな音にな
るんだ』というような新鮮な感覚があります」「・・・
わかりづらい曲ですが、難しいのに魅せることが
できる曲、バルトークにしかできないことを具現し
ている曲、素晴らしい曲だと思います」（山根さん）。

弦楽器４台とは思えないような迫力。高校生の時
から切磋琢磨し合ってきた仲間、結成６年目にな
る４人は息もぴったり。これだけの難曲を、ばしっ、
ばしっと決めてくる。仲の良さはもちろん、お互い
がお互いを知り尽くしているがゆえの呼吸の妙か。
心地よさと楽しさと。またぜひ聴きたいと思うよう
な演奏にブラヴォーの声が飛んでいた。

アンコールはショスタコーヴィチつながりでポルカ。
ユーモアあふれる曲で、再び客席をわかせてくれ
た。

写真ご提供：東京文化会館

曲間にはマイクを持ってのご挨拶。

「・・・このホールは温かい雰囲気で弾
きやすく、大好きな場所です。本日は
『プログラム的に優しくない』と言いま
すか、ハードで濃いプログラムを用意
しています」（上野さん）、「・・・仲間で
演奏することができるのは、とてもう
れしいです。楽しんで聴いていただけ
れば」（毛利さん）、「・・・このあと続く２
曲はコアな曲目で、『納涼スペシャル』
にふさわしいのかどうか・・・ （笑） 。
終演後外に出られたら、あぁ外のほう
が涼しいと感じられるかもしれませ
ん。」（山根さん）。場内をわっと沸か
せるなど、みなさん、なかなかのトー
ク力。

はてさて、いったいどんな曲？・・・と
興味津々の客席に届けられたのは、
ショスタコーヴィチの「弦楽四重奏曲
第8番」。「追悼の曲。ファシズムと戦
争の犠牲者に捧げた曲です。とても
重いテーマを掲げた曲であり、作曲
家自身が『墓場までもっていきたい』
と語ったそうです。苦痛が伝わってく
るようです」（上野さん）。
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支え合い、高め合う。この仲間は一生の宝
音響が素晴らしく、緩やかな傾斜だが、ワンフロアでステージが見やすいホール。収容600名のホールでオーケストラコンサートは贅沢！

終演後のホワイエご挨拶は大盛況。多く
の方々が４人を囲んでくださった。かぶり
つきというか、がぶり寄りというか、あまり
の混雑に写真を撮るのももどかしいほど。

≪演奏会概要≫

◆出演
山根一仁（ヴァイオリン） 毛利文香（ヴァイオリン）
田原綾子（ヴィオラ） 上野通明（チェロ）

◆プログラム：
ヴォルフ：イタリア風セレナーデ
ショスタコーヴィチ：弦楽四重奏曲第8番
バルトーク：弦楽四重奏曲第4番

アンコール曲:
ショスタコーヴィチ：弦楽四重奏曲のための２つの
小品からポルカ

左から、
上野さん
毛利さん
田原さん
山根さん

－本日の演奏、いかがでしたか；
「・・・昨年から各々が留学し、今回は留
学後初めての演奏機会でした。各人の変
化を感じ、とても面白かったし楽しかった
です」（毛利さん）。「・・・みんな成長して
いて、新しく得たいろいろな知識をぶつけ
あったり、学び合えました」（上野さん）。
「・・・楽しく演奏できました。自分達の良
いところを出せたのではないかなと」（山
根さん）。

－重たく聴きごたえあるプログラム；
「・・・『このプログラムでお客さん集まるの
かなって心配したけど大盛況で驚いた
よ』と言ってくださったお客様もいらっしゃ
いました」（毛利さん）。

４人での次の演奏は９月の武生国際音楽祭。
「しっかり準備して、いい演奏を披露したいと
思っています！」（毛利さん）

はい、楽しみにしています。
また聴かせてください！

－エール弦楽四重奏団の今後について；
「・・・ずっと続けていきたい仲間です。大きな
ケンカが起こらなければ、（笑） 」（上野さん）。
「音楽家友達としても、通常の友達としても、
とてもいい関係にある４人。本当にありがた
い仲間です。音楽の面でも支え合い、高め
合い、お互いに、なんでもどんどん言い合っ
ています」（山根さん）。「・・・カルテットを組
んだ当時は、みんな室内楽団を組むのは初
めてで、それこそ『いろは』もわからずに。い
まや、私にとってとても大事な仲間です」（田
原さん）。高校時代からの仲間である４人、
旅行にも一緒に行くような仲なのだとか。
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【コンサート・フライヤー（表）】
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【コンサート・フライヤー（裏）】
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【コンサート・プログラム（表紙＆P.１、２）】


